
8.1.7-1 

(837) 

8.1.7 景観 

1. 主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観 

(1) 調査結果の概要 

① 主要な眺望点及び景観資源の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

将来の風力発電施設の可視領域及び垂直視野角 1 度以上で視認される可能性のある

約 7.2km の範囲（第 8.1.7-1 図）を踏まえ、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査方法 

「第 3 章 3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の場の状況」に記載のとお

り、文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理を行った。 

(c) 調査結果 

主要な眺望点及び景観資源の調査結果は、「第 3 章 3.1.6 景観及び人と自然との触

れ合いの活動の場の状況」のとおりであり、さらに主要な眺望点については第 3章で選

定した眺望点に、周辺の集落から眺望する場所として地点を追加した。 

なお、主要な眺望点について、準備書時に非選定となっていた「旧野首教会」を評

価書において主要な眺望点として選定するよう意見があったが、旧野首教会と本事業

は約 29km 離れていること、さらに現地調査において不可視であることが確認されたた

め、評価書においても非選定とした。主要な眺望点の位置は第 8.1.7-1 図、景観資源の

位置は第 8.1.7-2 図のとおりである。 

b. 対象事業実施区域の可視領域の検討 

(a) 検討方法 

主要な眺望点の周辺について、メッシュ標高データを用いた数値地形モデルによる

コンピュータ解析を行い、風力発電機（地上高さ：125m）が視認される可能性のある

領域を可視領域として検討した。 

(b) 検討結果 

風力発電機の可視領域は、第 8.1.7-1 図のとおりである。 

 



8.1.7-2 

(838) 

 
第 8.1.7-1 図 対象事業実施区域及びその周囲の可視領域並びに主要な眺望点  

※図中の番号は、第 8.1.7-1 表に対応している。

 



8.1.7-3 

(839) 

 
第 8.1.7-2 図 景観資源 

「第 3 回自然環境保全基礎調査 長崎県自然 

環境情報図」（環境庁、平成元年） より作成 

注：図中の番号は、第 8.1.7-2 表に対応している。 



 

8.1.7-4 

(840) 

② 主要な眺望景観の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

将来の風力発電施設の可視領域及び垂直視野角 1 度以上で視認される可能性のある約

7.2km の範囲（第 8.1.7-1 図）を踏まえ、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査期間 

入手可能な最新の資料とした。 

(c) 調査方法 

「①主要な眺望点及び景観資源の状況」の調査結果から主要な眺望景観を抽出し、主

要な眺望点と景観資源との位置関係の確認など当該情報の整理及び解析を行った。 

(d) 調査結果 

主要な眺望点については、「①主要な眺望点及び景観資源の状況」で抽出された地点

について、可視領域の検討結果を踏まえ、現地踏査により確認した眺望の程度及び対象

事業実施区域からの距離・方向等を考慮し、第 8.1.7-1 表のとおり 20 地点を選定した。 

景観資源については、「第 3 章 3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の場の状

況」で示したすべての景観資源が視認される可能性があるため、第 8.1.7-2表に再掲する。 

主要な眺望点及び景観資源の位置に眺望方向を重ね、第 8.1.7-3 図に示す。 

 



 

8.1.7-5 

(841) 

第 8.1.7-1表(1) 主要な眺望点の選定理由 

番号 名   称 
距離区分 
・方向 

視認性（現地の 

目視確認の結果） 
選定理由 

① 九州自然歩道１ 
近景 

対象事業実施
区域内 

△ ・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

② 長泉寺付近 
近景 

南西 
〇 

・住居地域であり、住民が日常的に眺望する。 

・景観資源である「白岩岳」を視認できる可能性
がある。 

③ 敷佐地区 
近景 

西 
〇 ・住居地域であり、住民が日常的に眺望する。 

④ 金立神社の社叢 
近景 

南 
〇 

・住居地域であり、住民が日常的に眺望する。 

・景観資源である「白岩岳」を視認できる可能性
がある。 

⑤ 岩谷神社 
近景 

西 
〇 ・住居地域であり、住民が日常的に眺望する。 

⑥ 船木地区 
近景 

東 
〇 ・住居地域であり、住民が日常的に眺望する。 

⑦ 白岳の麓 
中景 

北西 
〇 

・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

・景観資源である「慈眼岳」を視認できる可能性
がある。 

⑧ 佐志岳 
中景 

西 
〇 

・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

・景観資源である「白岩岳」「慈眼岳」を視認で
きる可能性がある。 

・西海国立公園の山である。 

⑨ 慈眼桜 
中景 

北東 
〇 

・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

・景観資源である「慈眼岳」を視認できる可能性
がある。 

⑩ 平戸浜岳線歩道 
中景 

南西 
〇 

・西海国立公園の歩道である。 

・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

・景観資源である「白岩岳」を視認できる可能性
がある。 

注：1. 図中番号は、第 8.1.7-1 図に対応している。 

2. 「景観工学」（日本まちづくり協会編、平成 13 年）の区分に基づき、近景は約 1km 以内、中景は約 1～5km、

遠景は約 5km 以遠とした。 

3. 方向は最寄りの風力発電機からみた眺望点の方角を示す。 

4．視認性は、現地調査時における調査者の感覚的な判断による。 

○：視認が可能  △：視認できない可能性がある。 

 

 

  



 

8.1.7-6 

(842) 

第 8.1.7-1表(2) 主要な眺望点の選定理由 

番号 名   称 
距離区分 

・方向 

視認性（現地の 

目視確認の結果） 
選定理由 

⑪ 安満岳 
遠景 

北 
△ 

・準備書意見により追加 

・世界遺産「平戸の聖地と集落」の構成資産であ
る。 

・西海国立公園の山である。 

・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

⑫ 鯛の鼻 
遠景 

北 
〇 

・準備書意見により追加 

・西海国立公園の園地である。 

・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

⑬ 宝亀教会 
遠景 

北北東 
〇 

・準備書意見により追加 

・平戸市景観計画の主要な眺望点である。 

・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

⑭ 猪渡谷地区 
中景 

西 
△ 

・準備書意見により追加 

・住居地域であり、住民が日常的に眺望する。 

⑮ 九州自然歩道２ 

近景 

対象事業実施

区域内 

〇 ・準備書意見により追加 

⑯ 中津良地区 
中景 

北 
〇 

・準備書意見により追加 

・住居地域であり、住民が日常的に眺望する。 

⑰ 前津吉地区 
中景 

南 
〇 

・準備書意見により追加 

・住居地域であり、住民が日常的に眺望する。 

⑱ 志々伎山 
遠景 

南西 
〇 

・準備書意見により追加 

・平戸市景観計画の主要な眺望点である。 

・住民をはじめとして不特定多数の利用がある。 

・景観資源である「志々伎山」を視認できる可能
性がある。 

・西海国立公園の山である。 

⑲ 屏風岳 
中景 

西 
不明 

・準備書意見により追加 

・西海国立公園の園地である。 

⑳ 田平天主堂 
遠景外 

南西 
△ ・準備書意見により追加 

注：1. 図中番号は、第 8.1.7-1 図に対応している。 

2. 「景観工学」（日本まちづくり協会編、平成 13 年）の区分に基づき、近景は約 1km 以内、中景は約 1～5km、

遠景は約 5km 以遠とした。 

3. 方向は最寄りの風力発電機からみた眺望点の方角を示す。 

4．視認性は、現地調査時における調査者の感覚的な判断による。 

○：視認が可能。  △：視認できない可能性がある。  不明：不明である。 

  



 

8.1.7-7 

(843) 

第 8.1.7-2表(1) 景観資源の概要 

図中
番号 

名  称 概     要 

① 
安満岳 

（やすまんだけ） 

標高 534m の平戸市の最高峰。山全体鬱蒼と茂り、清水が湧き渓流となり神曽根川に

注ぐ。山頂西面は断崖となり展望は絶景である。「平戸市景観計画」により自然景観

資源（主な山岳、県文化財）及び主要なランドマークとして選定されている。 

② 獅子のアコウ 

平戸市獅子町にあるアコウ（クワ科の半常緑高木）の単木。樹高 10m、幹周 4.6m。平

戸市指定の天然記念物。「平戸市景観計画」により主な景観資源（平戸市文化財）と

して選定されている。 

③ 
上 床 

（うわとこ） 

西海国立公園の園地。丘陵地であり、パラグライダーなども行われている。「平戸市

景観計画」により自然景観資源（主な山岳）及び主要なランドマークとして選定され

ている。 

④ 宝亀（ほうき）教会 

建築学上多くの特徴をもつ聖堂で基礎は石造、外壁は一部レンガ造、屋根は単層切妻

の瓦葺、窓形式は側面に尖頭アーチ式の円型ハメ殺し窓、天井は身廊、側廊ともにコ

ウモリ天井の板張りとなっている。県指定文化財（建造物）。「平戸市景観計画」によ

り主な景観資源（教会）及び主要なランドマークとして選定されている。 

⑤ 
紐差（ひもさし） 

教会 

平戸市紐差町にある、東洋でも指折りのロマネスク様式の天主堂。「平戸市景観計

画」により主な景観資源（教会）及び主要なランドマークとして選定されている。県

指定文化財（建造物）。 

⑥ 沖の島樹叢 

沖の島は木ヶ津湾にある小島で、干潮時には本島とつながる。樹叢は島全体を覆って

いる。樹叢の主木は、スダジイ、ヤマモガシ、ホルトノキ、ヤマモモ、モッコク、ヒ

メユズリハなど。長崎県指定の天然記念物。「平戸市景観計画」により主な景観資源

（県文化財）として選定されている。 

⑦ 
人津久（ひとつく） 

海水浴場 

湾となった砂浜であり、広々した海と砂浜の風景が広がる。根獅子海水浴場から

300m ほど北にあり、根獅子海水浴場と肩を並べる美しさである。 

⑧ 
根獅子（ねしこ） 

海水浴場 

透明度、美しさは素晴らしく、平成 18 年に「快（かい）水浴場百選」に選ばれてい

る。近くにはキリシタン資料館がある。「平戸市景観計画」により自然景観資源（砂

浜海岸）として選定されている。 

⑨ 
飯良（いいら） 

海水浴場 

小さな港の奥にある飯良地区の前に広がる砂浜の海岸。潮干狩りの季節には貝掘りを

している人も見られる。「平戸市景観計画」により自然景観資源（砂浜海岸）として

選定されている。 

⑩ 
慈眼桜 

（じげんざくら） 

平戸市中部の木ヶ津町にある、枝幅約 20m の大きな一本桜。慈眼岳を望む畑に立つこ

とから、慈眼桜と名づけられた。平成 22 年に市の天然記念物として指定され、平成

23 年 12 月に県の景観資産の樹木第 1 号として登録された。 

⑪ 

慈眼岳・白岩岳 (*1) 

（じげんだけ・しら

いわだけ） 

慈眼岳は標高 372m で、島東側の海岸線に沿った峰の北端にあり、山頂はなだらか。

慈眼桜の背景にある山として親しまれている。白岩岳は標高 273m で、山頂は、慈眼

岳山頂の南南西約 4.5km に位置する。「平戸市景観計画」により自然景観資源（主な

山岳）及び主要なランドマークとして選定されている。 

⑫ 白 岳 
西海国立公園の園地。山頂の標高 300m（最高地点 334m）。「平戸市景観計画」により

自然景観資源（主な山岳）及び主要なランドマークとして選定されている。 

⑬ 
金立（かなたて） 

神社の社叢 

前津吉町にある、明治元年創建の金立神社の社叢。ホルトノキ、イスノキ、タブノ

キ、スダジイなどが茂る。市指定の天然記念物。「平戸市景観計画」により主な景観

資源（平戸市文化財）として選定されている。 

注：図中番号は、第 8.1.7-2 図に対応している。 

  



 

8.1.7-8 

(844) 

第 8.1.7-2表(2) 景観資源の概要 

図中
番号 

名  称 概     要 

⑭ 
礫 岩 

（つぶていわ） 

平戸島南部の西岸にそそり立つ断崖状の奇岩。標高は 287m。登山道などは整備され

ていない。チョウセンノギク、イトラッキョウ、ミヤマビャクシンなど礫岩ならでは

の稀少な植物があり、「平戸礫岩の岩石地植物群落」として、国指定天然記念物に指

定されている。また、西海国立公園の特別保護地区に指定されている。「平戸市景観

計画」により主な景観資源（国文化財）として選定されている。 

⑮ 佐志岳 

草原の山肌が美しい 347m の岩山。草原は野焼きによって維持されており、チョウセ

ンノギクや平戸固有種のイトラッキョウが自生するなど、四季を通じて美しい野草に

恵まれた景勝地である。古田湾や平戸北部の山々を眺望できる。「平戸市景観計画」

により自然景観資源（主な山岳）として選定されている。 

⑯ 屏風岳 

西海国立公園の園地。標高 394m。山頂には太平洋戦争時の防空監視哨（敵の飛行機

を見張った所）の遺構がある。「平戸市景観計画」により自然景観資源（主な山岳）

及び主要なランドマークとして選定されている。 

⑰ 浜 岳 
標高 235m。志々伎湾に面した孤峰。「平戸市景観計画」により自然景観資源（主な山

岳）及び主要なランドマークとして選定されている。 

⑱ 
志々伎山 

（しじきさん） 

平戸島の南端にある、標高 347m の山。山頂が鋭く尖っているため展望が素晴らし

く、宇久・小値賀、五島列島を一望することができる。中腹までは車で行くことが可

能。徒歩では頂上までは約 50 分～1 時間。「平戸市景観計画」により自然景観資源

（主な山岳）及び主要なランドマークとして選定されている。 

注：1. 図中番号は、第 8.1.7-2 図に対応している。  

2. (*1):「⑪慈眼岳・白岩岳」の位置の表記は、「平戸市景観計画」（平戸市、平成 21 年 3 月）では慈眼岳山頂 

のみに示されており、図はこれに準じているが、白岩岳山頂は対象事業実施区域に含まれている。 

 

  



 

8.1.7-9 

(845) 

 
第 8.1.7-3図 主要な眺望点及び景観資源 

「第 3 回自然環境保全基礎調査 長崎県自然 

環境情報図」（環境庁、平成元年）  より作成 

注：図中の番号は、第 8.1.7-1 表及び第 8.1.7-2 表
に対応している。 



 

8.1.7-10 

(846) 

b. 現地調査 

(a) 調査地域 

将来の風力発電施設の可視領域及び垂直視野角 1 度以上で視認される可能性のある範

囲（約 7.2km）を踏まえ、対象事業実施区域及びその周囲とした。 

(b) 調査地点 

主要な眺望点 20 地点とした（第 8.1.7-3 図）。 

(c) 調査期間 

調査期間は第 8.1.7-3 表のとおりとした。 

 

第 8.1.7-3表 景観に関する調査期間 

図中

番号 
主要な眺望点 調査期間 

① 九州自然歩道１ 平成 29 年 12 月 13 日 

② 長泉寺付近 平成 25 年 11 月 24 日 

③ 敷佐地区 平成 26 年 3 月 25 日 

④ 金立神社の社叢 平成 25 年 11 月 24 日 

⑤ 岩谷神社 平成 25 年 11 月 23 日 

⑥ 船木地区 平成 29 年 12 月 13 日 

⑦ 白岳の麓 平成 26 年 3 月 25 日 

⑧ 佐志岳 平成 25 年 11 月 26 日 

⑨ 慈眼桜 平成 25 年 11 月 24 日 

⑩ 平戸浜岳線歩道 平成 25 年 11 月 24 日 

⑪ 安満岳 平成 31 年 1 月 27 日 

⑫ 鯛の鼻 平成 29 年 4 月 3 日 

⑬ 宝亀教会 平成 29 年 4 月 4 日 

⑭ 猪渡谷地区 平成 29 年 12 月 13 日 

⑮ 九州自然歩道２ 平成 29 年 12 月 13 日 

⑯ 中津良地区 平成 29 年 12 月 13 日 

⑰ 前津吉地区 平成 29 年 12 月 13 日 

⑱ 志々伎山 平成 29 年 4 月 4 日 

⑲ 屏風岳 令和元年 8 月 21 日 

⑳ 田平天主堂 平成 29 年 4 月 4 日 

注：番号は、第 8.1.7-3 図に対応している。 

 

(d) 調査方法 

主要な眺望景観の状況について、現地踏査による写真撮影及び目視確認による情報

の収集並びに当該情報の整理及び解析を行った。 

(e) 調査結果 

主要な眺望景観の状況について、目視確認の結果は、第 8.1.7-1 表の視認性（現地の

目視確認の結果等）のとおりであり、主要な眺望景観の状況は、第 8.1.7-4 図の上段

【現状】のとおりである。  



 

8.1.7-11 

(847) 

(2) 予測及び評価の結果 

① 土地又は工作物の存在及び供用 

a. 地形改変及び施設の存在 

(a) 環境保全措置 

地形改変及び施設の存在に伴う景観への影響を低減するため、以下の環境保全措置

を講じる。 

・風力発電機の色は、平戸市景観審議会及び遺産影響評価での審査も踏まえ、周辺

の環境になじみやすい灰白色を採用する。 

・高さの低い風力発電機を採用する。 

・準備書時には 17 基を予定していた風力発電機の設置数を 11 基に減らす計画とす

る。 

・地形や既存道路等を十分考慮し、改変面積を最小限にとどめる。 

・樹木の伐採を最小限とし、造成により生じた切盛法面は緑化に努め、修景を図る。 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域及びその周囲とした。 

ｲ. 予測地点 

主要な眺望点の状況については主要な眺望点 20 地点、景観資源の状況について

は、自然景観資源の 18 か所とした。主要な眺望景観の状況については、主要な眺望

点として選定した 20 地点において予測した（第 8.1.7-3 図）。 

ｳ. 予測対象時期 

風力発電施設等が完成した時期とした。 

ｴ. 予測手法 

(ｱ) 主要な眺望点及び景観資源の状況 

主要な眺望点及び景観資源の位置と対象事業実施区域を重ねることにより風力発

電機と景観資源の位置関係を確認し、改変の可能性の有無を予測した。 

(ｲ) 主要な眺望景観の状況 

主要な眺望点から撮影した現状の眺望景観の写真に、将来の風力発電施設の完成

予想図を合成するフォトモンタージュ法により、風力発電機の見え方や景観資源が

本事業の風力発電機と同時に視認される可能性を確認し、眺望の変化の程度を視覚

的表現によって予測した。 

ｵ.予測結果 

(ｱ) 主要な眺望点の状況 

主要な眺望点のうち、「①九州自然歩道１」及び「⑮九州自然歩道２」以外はい

ずれも対象事業実施区域外であるため、対象事業の実施による直接的な改変の及ぶ

区域とは重複しない。「①九州自然歩道１」及び「⑮九州自然歩道２」については、

一部対象事業実施区域が含まれているため、対象事業の実施による直接的な改変の

及ぶ可能性のある区域と重複する。  



 

8.1.7-12 

(848) 

(ｲ) 景観資源の状況 

景観資源はいずれも対象事業実施区域外であるため、対象事業の実施による直接

改変の及ぶ区域とは重複しない。 

(ｳ) 主要な眺望景観の状況 

主要な眺望景観の変化の状況は、第 8.1.7-4 図の下段【建設後】のとおりであり、

その影響は第 8.1.7-4 表のとおりである。視認できる風力発電機には風力発電機の番

号を記載した。 

 



 

 

8.1.7-13 

(849) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(1) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

①九州自然歩道１（北～北東）（不可視）  



 

 

8.1.7-14 

(850) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(2) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

①九州自然歩道１（南西）  

風力発電機が視認出来る範囲 

1 



 

 

8.1.7-15 

(851) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(3) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

②長泉寺付近  

風力発電機が視認出来る範囲 

1 2 3 4 5 6 



 

 

8.1.7-16 

(852) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(4) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

③敷佐地区(北東) 

  

風力発電機が視認出来る範囲 

9 8 10 11 



 

 

8.1.7-17 

(853) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(5) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

③敷佐地区(南東～南) 

  

風力発電機が視認出来る範囲 

6 5 



 

 

8.1.7-18 

(854) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(6) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

③敷佐地区(南西)（不可視） 

  



 

 

8.1.7-19 

(855) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(7) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

④金立神社の社叢（北西～北）  

風力発電機が視認出来る範囲 

1 2 3 



 

 

8.1.7-20 

(856) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(8) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

④金立神社の社叢（北東）

風力発電機が視認出来る範囲 

5 4 6 3 



 

 

8.1.7-21 

(857) 

【現状】 

 
 

【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(9) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑤岩谷神社（北東～東）（不可視） 

4 



 

 

8.1.7-22 

(858) 

【現状】 

 
 

【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(10) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑤岩谷神社（東） 

  

1 2 

風力発電機が視認出来る範囲 



 

 

8.1.7-23 

(859) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(11) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑥船木地区（南西～西） 

風力発電機が視認出来る範囲 

5 

4 

6 



 

 

8.1.7-24 

(860) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(12) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑥船木地区（北）（不可視） 



 

 

8.1.7-25 

(861) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(13) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑦白岳の麓（南東） 

風力発電機が視認出来る範囲 

10 11 



 

 

8.1.7-26 

(862) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(14) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑦白岳の麓（南）（不可視） 
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【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(15) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑧佐志岳 

風力発電機が視認出来る範囲 

5 7 8 9 10 11 

風力発電機が視認出来る範囲 

2 

3 
1 

6 4 



 

 

8.1.7-28 

(864) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(16) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑨慈眼桜  

風力発電機が視認出来る範囲 

8 9 7 10 11 



 

 

8.1.7-29 

(865) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 40 度 

第 8.1.7-4図(17) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑩平戸浜岳線歩道  

風力発電機が視認出来る範囲 

5 8 
11 10 9 

6 
7 

4 
3 

2 1 



 

 

8.1.7-30 

(866) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(18) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑪安満岳（不可視）  



 

 

8.1.7-31 

(867) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(19) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑫鯛の鼻  

風力発電機が視認出来る範囲 

5 8 11 10 9 6 7 4 3 2 1 



 

 

8.1.7-32 

(868) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(20) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑬宝亀教会  

風力発電機が視認出来る範囲 

11 10 9 4 



 

 

8.1.7-33 

(869) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(21) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑭猪渡谷地区（東）（不可視）  



 

 

8.1.7-34 

(870) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(22) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑭猪渡谷地区（南東～南）（不可視）  



 

 

8.1.7-35 

(871) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(23) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑮九州自然歩道２（南東） 

※ 現在、あずまやは撤去されており（再建予定なし）、眺望点としては機能していない。 

  

風力発電機が視認出来る範囲 

8 9 



 

 

8.1.7-36 

(872) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(24) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑮九州自然歩道２（南西）（不可視）  



 

 

8.1.7-37 

(873) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(25) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑮九州自然歩道２（北西）  

風力発電機が視認出来る範囲 

10 



 

 

8.1.7-38 

(874) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(26) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑯中津良地区（北東～東）  

風力発電機が視認出来る範囲 

11 

10 



 

 

8.1.7-39 

(875) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(27) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑯中津良地区（南東～南）  

風力発電機が視認出来る範囲 

1 



 

 

8.1.7-40 

(876) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(28) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑰前津吉地区（北西～北）  

風力発電機が視認出来る範囲 

3 



 

 

8.1.7-41 

(877) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(29) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑰前津吉地区（北東）  

風力発電機が視認出来る範囲 

4 5 



 

 

8.1.7-42 

(878) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(30) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑱志々伎山 

  

風力発電機が視認出来る範囲 

4 5 8 
11 10 9 

6 
7 3 2 1 



 

 

8.1.7-43 

(879) 

 
 

   
 

 
注：アクセス路が整備されておらず、山頂未調査。（不特定多数の人が眺望を楽しむ目的で訪れる状況にないことを確認。） 

第 8.1.7-4図(31) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑲屏風岳 

 



 

 

8.1.7-44 

(880) 

【現状】 

 
【建設後】 

 
写真の水平画角：約 60 度 

第 8.1.7-4図(32) 主要な眺望景観の現状及び完成後の予測結果 

⑳田平天主堂（不可視）  



 

8.1.7-45 

(881) 

第 8.1.7-4表(1) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

①九州自然歩道１ 

1 2.6  1.0 地形に一部遮蔽される。 

2 2.6  不可視 地形に遮蔽される。 

3 2.2  不可視 地形に遮蔽される。 

4 1.9  不可視 地形に遮蔽される。 

5 1.7  不可視 地形に遮蔽される。 

6 1.5  不可視 地形に遮蔽される。 

7 1.6  不可視 地形に遮蔽される。 

8 1.5  不可視 地形に遮蔽される。 

9 1.5  不可視 地形に遮蔽される。 

10 1.7  不可視 地形に遮蔽される。 

11 2.0  不可視 地形に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角（最大） 
3 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

②長泉寺付近 

1 1.6  3.3  地形に一部遮蔽される。 

2 1.4  4.4  地形に一部遮蔽される。 

3 1.6  4.4  遮蔽されず全体が見える。 

4 1.9  3.8  遮蔽されず全体が見える。 

5 2.1  3.4  遮蔽されず全体が見える。 

6 2.4  2.3  地形に一部遮蔽される。 

7 5.4  不可視 地形に遮蔽される。 

8 5.3  不可視 地形に遮蔽される。 

9 5.3  不可視 地形に遮蔽される。 

10 5.3  不可視 地形に遮蔽される。 

11 5.5  不可視 地形に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角（最大） 
59 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

白岩岳 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案し計測した。

  



 

8.1.7-46 

(882) 

第 8.1.7-4表(2) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

③敷佐地区 

1 1.4  不可視 地形に遮蔽される。 

2 1.4  不可視 地形に遮蔽される。 

3 1.2  不可視 地形に遮蔽される。 

4 1.1  不可視 地形に遮蔽される。 

5 1.2  3.9  植生に一部遮蔽される。 

6 1.2  6.0 遮蔽されず全体が見える。 

7 2.8  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

8 2.6  2.6  地形に一部遮蔽される。 

9 2.6  2.6  地形に一部遮蔽される。 

10 2.5  2.9  遮蔽されず全体が見える。 

11 2.7  2.4  地形に一部遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
46 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

④金立神社の社叢 

1 1.7  1.8  地形に一部遮蔽される。 

2 1.4  4.2  地形に一部遮蔽される。 

3 1.3  5.2  地形に一部遮蔽される。 

4 1.4  5.0  遮蔽されず全体が見える。 

5 1.5  4.7  地形に一部遮蔽される。 

6 1.7  4.1  地形に一部遮蔽される。 

7 4.8  不可視 地形に遮蔽される。 

8 4.7  不可視 地形に遮蔽される。 

9 4.8  不可視 地形に遮蔽される。 

10 4.8  不可視 地形に遮蔽される。 

11 5.1  不可視 地形に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
55 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

白岩岳 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案し計測した。

  



 

8.1.7-47 

(883) 

第 8.1.7-4表(3) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

⑤岩谷神社 

1 0.9  5.8  地形に一部遮蔽される。 

2 1.2  1.7  地形と植生に一部遮蔽される。 

3 1.7  不可視 地形に遮蔽される。 

4 1.9  不可視 地形に遮蔽される。 

5 2.4  不可視 地形に遮蔽される。 

6 2.6  不可視 地形に遮蔽される。 

7 4.9  不可視 地形に遮蔽される。 

8 4.7  不可視 地形に遮蔽される。 

9 4.6  不可視 地形に遮蔽される。 

10 4.3  不可視 地形に遮蔽される。 

11 4.4  不可視 地形に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
13 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

⑥船木地区 

1 2.4  不可視 地形に遮蔽される。 

2 2.3  不可視 地形に遮蔽される。 

3 1.8  不可視 地形に遮蔽される。 

4 1.5  不可視 地形に遮蔽される。 

5 1.1  3.7  地形に一部遮蔽される。 

6 0.8  7.5  植生に一部遮蔽される。 

7 2.4  不可視 地形に遮蔽される。 

8 2.4  不可視 地形に遮蔽される。 

9 2.5  不可視 地形に遮蔽される。 

10 2.8  不可視 地形に遮蔽される。 

11 3.1  不可視 地形に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
8 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案し計測した。

  



 

8.1.7-48 

(884) 

第 8.1.7-4表(4) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

⑦白岳の麓 

1 4.4  不可視 地形に遮蔽される。 

2 4.6  不可視 地形に遮蔽される。 

3 4.5  不可視 地形に遮蔽される。 

4 4.5  不可視 地形に遮蔽される。 

5 4.6  不可視 地形に遮蔽される。 

6 4.5  不可視 地形に遮蔽される。 

7 3.2  不可視 地形に遮蔽される。 

8 3.0  不可視 地形に遮蔽される。 

9 2.7  不可視 地形に遮蔽される。 

10 2.1  1.8  地形に一部遮蔽される。 

11 1.7  4.2  遮蔽されず全体が見える。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角（最大） 
7 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

慈眼岳 

⑧佐志岳 

1 2.8  2.6  遮蔽されず全体が見える。 

2 3.0  2.4  遮蔽されず全体が見える。 

3 3.5  1.6  地形に一部遮蔽される。 

4 3.8  1.9  遮蔽されず全体が見える。 

5 4.2  1.7  遮蔽されず全体が見える。 

6 4.4  1.4  地形に一部遮蔽される。 

7 6.5  0.8  地形に一部遮蔽される。 

8 6.3  1.1  遮蔽されず全体が見える。 

9 6.2  1.2  遮蔽されず全体が見える。 

10 5.8  1.2  遮蔽されず全体が見える。 

11 5.8  1.2  遮蔽されず全体が見える。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
22 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

慈眼岳、白岩岳、白岳 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案し計測した。

  



 

8.1.7-49 

(885) 

第 8.1.7-4表(5) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

⑨慈眼桜 

1 7.1  不可視 地形に遮蔽される。 

2 7.1  不可視 地形に遮蔽される。 

3 6.7  不可視 地形に遮蔽される。 

4 6.5  不可視 地形に遮蔽される。 

5 6.3  不可視 地形に遮蔽される。 

6 6.0  不可視 地形に遮蔽される。 

7 2.9  2.0  植生に一部遮蔽される。 

8 3.1  1.3  植生に一部遮蔽される。 

9 3.1  1.5  植生に一部遮蔽される。 

10 3.3  2.2  遮蔽されず全体が見える。 

11 3.3  2.1  遮蔽されず全体が見える。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
31 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

慈眼岳 

⑩平戸浜岳線歩道 

1 4.6  1.5  地形に一部遮蔽される。 

2 4.5  1.5  地形に一部遮蔽される。 

3 4.8  1.3  地形に一部遮蔽される。 

4 5.0  1.4  遮蔽されず全体が見える。 

5 5.2  1.4  遮蔽されず全体が見える。 

6 5.5  1.3  遮蔽されず全体が見える。 

7 8.5  0.1  地形に一部遮蔽される。 

8 8.4  0.5  地形に一部遮蔽される。 

9 8.5  0.4  地形に一部遮蔽される。 

10 8.4  0.1  地形に一部遮蔽される。 

11 8.6  0.3  地形に一部遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
18 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

白岩岳、上床 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案し計測した。

  



 

8.1.7-50 

(886) 

第 8.1.7-4表(6) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

⑪安満岳 

1 13.0  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

2 13.1  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

3 13.1  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

4 13.0  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

5 13.0  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

6 12.9  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

7 10.4  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

8 10.3  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

9 10.1  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

10 9.8  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

11 9.4  不可視 地形と植生に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
－ 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

⑫鯛の鼻 

1 11.4  0.6  遮蔽されず全体が見える。 

2 11.5  0.6  遮蔽されず全体が見える。 

3 11.5  0.6  遮蔽されず全体が見える。 

4 11.4  0.6  遮蔽されず全体が見える。 

5 11.5  0.6  遮蔽されず全体が見える。 

6 11.4  0.6  遮蔽されず全体が見える。 

7 9.1  0.8  遮蔽されず全体が見える。 

8 8.9  0.8  遮蔽されず全体が見える。 

9 8.7  0.8  地形に一部遮蔽される。 

10 8.3  0.3  地形に一部遮蔽される。 

11 7.9  0.6  地形に一部遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
22 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

白岩岳、慈眼岳、白岳 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案し計測した。

  



 

8.1.7-51 

(887) 

第 8.1.7-4表(7) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

⑬宝亀教会 

1 11.5  不可視 地形に遮蔽される。 

2 11.5  不可視 地形に遮蔽される。 

3 11.2  不可視 地形に遮蔽される。 

4 11.0  0.3  地形に一部遮蔽される。 

5 10.9  不可視 地形に遮蔽される。 

6 10.7  不可視 地形に遮蔽される。 

7 7.6  不可視 地形に遮蔽される。 

8 7.7  不可視 地形に遮蔽される。 

9 7.6  0.2  地形に一部遮蔽される。 

10 7.6  0.6  地形に一部遮蔽される。 

11 7.4  0.5  地形に一部遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角（最大） 
10 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

⑭猪渡谷地区 

1 3.5  不可視 建物に遮蔽される。 

2 3.8  不可視 建物に遮蔽される。 

3 3.9  不可視 建物に遮蔽される。 

4 4.0  不可視 建物に遮蔽される。 

5 4.3  不可視 建物に遮蔽される。 

6 4.4  不可視 建物に遮蔽される。 

7 4.6  不可視 地形に遮蔽される。 

8 4.3  不可視 地形に遮蔽される。 

9 4.1  不可視 地形に遮蔽される。 

10 3.5  不可視 地形に遮蔽される。 

11 3.3  不可視 地形に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
－ 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案し計測した。



 

8.1.7-52 

(888) 

第 8.1.7-4表(8) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

⑮九州自然歩道２ 

 

※ 現在、あずまやは 

撤去されており（再

建予定なし）、眺望

点としては機能して

いない。 

1 4.0  不可視 地形に遮蔽される。 

2 4.0  不可視 地形に遮蔽される。 

3 3.7  不可視 地形に遮蔽される。 

4 3.4  不可視 地形に遮蔽される。 

5 3.3  不可視 地形に遮蔽される。 

6 3.1  不可視 地形に遮蔽される。 

7 0.8  不可視 地形に遮蔽される。 

8 0.5  3.0  植生に一部遮蔽される。 

9 0.2  23.5  植生に一部遮蔽される。 

10 0.4  9.1  地形と植生に一部遮蔽される。 

11 0.8  不可視 植生に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
34 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

⑯中津良地区 

1 2.0  3.5  植生に一部遮蔽される。 

2 2.2  不可視 植生に遮蔽される。 

3 2.3  不可視 植生に遮蔽される。 

4 2.4  不可視 地形及び植生に遮蔽される。 

5 2.7  不可視 地形に遮蔽される。 

6 2.7  不可視 地形に遮蔽される。 

7 3.7  不可視 地形に遮蔽される。 

8 3.4  不可視 地形に遮蔽される。 

9 3.3  不可視 地形に遮蔽される。 

10 2.8  2.0  地形に一部遮蔽される。 

11 2.8  1.7  植生に一部遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
14 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

慈眼岳 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案し計測した。

  



 

8.1.7-53 

(889) 

第 8.1.7-4表(9) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

⑰前津吉地区 

1 1.5  不可視 地形に遮蔽される。 

2 1.2  不可視 地形に遮蔽される。 

3 1.1  4.8  植生に一部遮蔽される。 

4 1.3  5.4  植生に一部遮蔽される。 

5 1.4  1.9  地形に一部遮蔽される。 

6 1.6  不可視 地形に遮蔽される。 

7 4.7  不可視 地形に遮蔽される。 

8 4.6  不可視 地形に遮蔽される。 

9 4.6  不可視 地形に遮蔽される。 

10 4.7  不可視 地形に遮蔽される。 

11 4.9  不可視 地形に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角（最大） 
29 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

⑱志々伎山 

1 2.8  2.6  遮蔽されず全体が見える。 

2 3.0  2.4  遮蔽されず全体が見える。 

3 3.5  1.6  地形に一部遮蔽される。 

4 3.8  1.9  遮蔽されず全体が見える。 

5 4.2  1.7  遮蔽されず全体が見える。 

6 4.4  1.4  地形に一部遮蔽される。 

7 6.5  0.8  地形に一部遮蔽される。 

8 6.3  1.1  遮蔽されず全体が見える。 

9 6.2  1.2  遮蔽されず全体が見える。 

10 5.8  1.2  遮蔽されず全体が見える。 

11 5.8  1.2  遮蔽されず全体が見える。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
14 度 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

慈眼岳、白岩岳 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案して計測した。



 

8.1.7-54 

(890) 

第 8.1.7-4表(10) 主要な眺望景観への影響（予測結果） 

予測地点 風力発電機 No. 

予測結果 

距離 

(km) 

垂直視野角 

(度) 
風力発電機の手前の遮蔽物等の状況 

⑲屏風岳 

1 3.7  

アクセス路が整備されておらず、山頂未調査。 

2 3.9  

3 4.4  

4 4.7  

5 5.1  

6 5.4  

7 7.8  

8 7.6  

9 7.5  

10 7.2  

11 7.2  

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角（最大） 
－ 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

⑳田平天主堂 

1 18.3  不可視 地形に遮蔽される。 

2 18.3  不可視 地形に遮蔽される。 

3 17.9  不可視 地形に遮蔽される。 

4 17.7  不可視 地形に遮蔽される。 

5 17.5  不可視 地形に遮蔽される。 

6 17.2  不可視 地形に遮蔽される。 

7 14.1  不可視 地形に遮蔽される。 

8 14.3  不可視 地形に遮蔽される。 

9 14.3  不可視 地形に遮蔽される。 

10 14.4  不可視 地形に遮蔽される。 

11 14.3  不可視 地形に遮蔽される。 

風力発電機が視認される範囲

の水平視野角(最大) 
－ 

景観資源のうち、風力発電機

と同時に予測地点から視認さ

れるもの 

－ 

注：1.風力発電機No.については、第2.2-3図に対応している。 

2.距離、垂直視野角及び水平視野角については、撮影位置を基準として計測した。 

3.垂直視野角については、手前の地形や建造物等に遮蔽される部分を除き、実際に視認される程度を勘案して計測した。

 



 

8.1.7-55 

(891) 

(c) 評価の結果 

ｱ.環境影響の回避、低減に係る評価 

地形改変及び施設の存在に伴う景観への影響を低減するための環境保全措置は、以

下のとおりである。 

・風力発電機の色は、平戸市景観審議会及び遺産影響評価での審査も踏まえ、周辺

の環境になじみやすい灰白色を採用する。 

・高さの低い風力発電機を採用する。 

・準備書時には 17 基を予定していた風力発電機の設置数を 11 基に減らす計画とす

る。 

・地形や既存道路等を十分考慮し、改変面積を最小限にとどめる。 

・樹木の伐採を最小限とし、造成により生じた切盛法面は緑化に努め、修景を図る。 

 

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観への影響についての評価の結果

は、第 8.1.7-5 表及び第 8.1.7-6 表のとおりである。 

上記の環境保全措置を講じることにより、地形改変及び施設の存在に伴う景観への

影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ.世界遺産「平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」「黒島の集落」に係る評価 

本事業においては、世界遺産「平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」に近く、

また、「黒島の集落」からも視認できる可能性があることから、長崎県及び平戸市、佐

世保市をオブザーバーとして有識者からなる遺産影響評価委員会を設置した。 

委員会でとりまとめた報告書は巻末に掲載したとおりであり、総合評価としては、

本事業の実施により、「視覚的変更度合いにおいて小規模な変更が認められるが、遺産

全体に対してきわめて限定的であり、また事業が一時的・可逆的であることから、本

委員会での慎重な協議の結果、本事業による遺産への影響は軽微であると考えられる

とともに、本遺産の OUV※の完全性・真実性に与える影響、及び世界遺産としての記

載に対するリスクはない」と結論づけられた。 

 

 
※ OUV とは、「Outstanding Universal Value」の略で、顕著な普遍的価値のことである。 
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第 8.1.7-5表(1) 評価の結果（主要な眺望点及び主要な眺望景観） 

予測及び評価の項目 影響の有無、程度 該当する主要な眺望点 評価の結果 

主要な眺望点

への直接的な

影響 

眺望点の

直接改変 

あり ①九州自然歩道１ 

⑮九州自然歩道２ 

道路の一部を拡幅するものの、眺望

点の機能には支障ないので、影響は

ない。 

なし ①九州自然歩道１及び⑮九州自然

歩道２以外のすべての眺望点 

直接的な改変はないため、影響はな

い。 

主要な眺望景

観への影響 

 

風力発電

施設の視

認程度 

視認されない － ⑪安満岳 

⑭猪渡谷地区 

⑳田平天主堂 

視認されないため、影響はない。 

垂直視野角：0.5 度 輪郭がやっとわかる＊ （該当なし） 該当なしのため、影響はない。 

垂直視野角：0.6～0.9 度 

 

※参考資料に見え方が記載されていない。 ⑫鯛の鼻 

⑬宝亀教会 

影響はあるが、環境保全措置を講じ

ることにより実行可能な範囲で影響

の低減が図られている。 

垂直視野角：1 度 十分見えるけれど、景観的にはほとんど気にな

らない＊ 

①九州自然歩道１ 「十分見えるけれど、景観的にはほ

とんど気にならない」となるが、環

境保全措置を講じることにより実行

可能な範囲内で影響の低減が図られ

ている。 

垂直視野角：1.5～2 度 

 

シルエットになっている場合には良く見え、場

合によっては景観的に気になり出す。シルエッ

トにならず、さらに環境融和塗色がされている

場合には、ほとんど気にならない。光線の加減

によっては見えないこともある＊ 

⑩平戸浜岳線歩道 影響はあるが、環境保全措置を講

じることにより実行可能な範囲で

影響の低減が図られている。 

  垂直視野角：2.1～2.9 度 ※参考資料に見え方が記載されていない。 ⑧佐志岳 

⑨慈眼桜 

⑱志々伎山 

影響はあるが、環境保全措置を講じ

ることにより実行可能な範囲で影響

の低減が図られている。 

＊参考：「景観対策ガイドライン（案）」（UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会、昭和 56 年）による鉄塔の見え方の知見 

注：⑲屏風岳については、第 8.1.7-4 図のとおり予測を行っていないため評価していない。 
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第 8.1.7-5表(2) 評価の結果（主要な眺望点及び主要な眺望景観） 

予測及び評価の項目 影響の有無、程度 該当する主要な眺望点 評価の結果 

主要な眺望

景観への影

響 

風力発

電施設

の視認

程度 

垂直視野角：3 度 比較的細部まで見えるようになり、気になる。圧

迫感は受けない＊ 

（該当なし） 該当なしのため、影響はない。 

垂直視野角：3.5～4.4 度 

 

※参考資料に見え方が記載されていない。 ②長泉寺付近 

⑦白岳の麓 

⑯中津良地区 

眺望景観に変化はあるが、環境保全

措置を講じることにより実行可能な

範囲で影響の低減が図られている。 

垂直視野角：5～6 度 

 

やや大きく見え、景観的にも大きな影響がある

（構図を乱す）。圧迫感はあまり受けない（上限

か）＊ 

③敷佐地区 

④金立神社の社叢 

⑤岩谷神社 

⑰前津吉地区 

眺望景観に変化はあるが、環境保全

措置を講じることにより実行可能な

範囲で影響の低減が図られている。 

垂直視野角：7.5 度 ※参考資料に見え方が記載されていない。 ⑥船木地区 眺望景観に変化はあるが、環境保全

措置を講じることにより実行可能な

範囲で影響の低減が図られている。 

垂直視野角：10～12 度 

 

眼いっぱいに大きくなり、圧迫感を受けるように

なる。平坦なところでは垂直方向の景観要素とし

ては際立った存在になり周囲の景観とは調和しえ

ない＊ 

（該当なし） 該当なしのため、影響はない。 

垂直視野角：20 度 見上げるような仰角にあり、圧迫感も強くなる＊ （該当なし） 該当なしのため、影響はない。 

  垂直視野角：23.5 度 ※参考資料に見え方が記載されていない。 ⑮九州自然歩道２ 眺望景観に変化はあるが、以前は設

置されていた展望所が撤去され、そ

の後整備予定はなく、現在は眺望目

的で利用する場所ではないことから

眺望利用の実態はない。眺望利用へ

の影響の懸念はないものの、風力発

電機については可能な限り高さの低

い機種を採用し、塗装色を周辺の環

境になじみやすい灰白色にすること

から、周囲の自然環境への調和が図

られている。 

＊参考：「景観対策ガイドライン（案）」（UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会、昭和 56 年）による鉄塔の見え方の知見 

注：⑲屏風岳については、第 8.1.7-4 図のとおり予測を行っていないため評価していない。  
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第 8.1.7-6表 評価の結果（景観資源及び主要な眺望景観） 

予測及び評価の項目 影響の有無、程度 該当する景観資源 評価の結果 

景 観 資 源

へ の 直 接

的な影響 

景観資源の

直接改変 
あり 該当なし 該当なしのため、影響はない。 

なし すべての景観資源 直接的な改変はないため、影響はない。 

主 要 な 眺

望 景 観 へ

の影響 

 

景観資源と

風力発電施

設との位置

関係 

主要な眺望点より対象事業実施区域方向を見た場合に、

景観資源が本事業の風力発電機と同時に視認される。 

・上床 

・慈眼岳 

・白岩岳 

・白岳 

風力発電機は環境になじみやすい灰白色を採用す

ることや、樹木の伐採を最小限とし、造成により

生じた切盛法面は原則として緑化を行うことなど

の環境保全措置を講じることにより、実行可能な

範囲内で影響の低減が図られている。 

主要な眺望点より対象事業実施区域方向を見た場合に、

視認されない。 

上床、慈眼岳、白岩岳、白岳以外の

景観資源 

視認されないため、影響はない。 
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